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◆ＮＥＷＳ◆ 第１０回「県民健康管理調査」検討委員会開催（２月１３日） 

       ～「基本調査」「詳細調査」の最新の状況を公表～ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 福島県は２月１３日、第１０回「県民健康管理調査」検討委員会を開催し、 

基本調査及び詳細調査の最新の実施状況等を公表しました。 

 この概要は以下のとおりです。 

 

＜県民健康管理調査「基本調査」＞ 

 県民の皆さまの３月１１日以降の行動記録を基に、外部被ばく線量を推計 

し、将来にわたる県民の健康の維持、増進につなげていくことを目的に実施 

しています。 

 ■調 査 対 象 者  ：２，０５６，９９４人 

           （平成２３年３月１１日時点での県内居住者等） 

 ■回 答 者 数  ：  ４７７，１２１人 

           （回答率：２３．２％）１月３１日現在 

 ■線量推計作業完了：  ３９４，３６９件（推計作業完了率８２．７％） 

 ■結 果 の 通 知  ：  ３６１，７５２件 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 ◎まだ提出されていない方は、問診票の提出にご協力下さい。 

 ◎返信用封筒の「差出有効期限」以降も料金負担なく使用可能です。 

 ◎仮設住宅等避難者への戸別訪問による「書き方支援」を始めました。 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 ■外部被ばく線量推計結果の状況 

  ・全県調査（先行調査＋全県民調査）：３９４，３６９人  

   放射線業務従事経験者を除く３８６，５７２人の９９．３％が３ミリ 

  シーベルト未満（最高値は２５ミリシーベルト）  

 

＜県民健康管理調査「詳細調査」＞ 

 １）甲状腺検査（平成２３年度及び平成２４年度） 

  子どもたちの健康を長期的に見守ることを目的に実施しています。 

 ＜一次検査＞ 

  ■対 象 者：震災時におおむね０歳から１８歳までの全県民 

        （約３６万人） 

  ■実施状況：平成２５年１月２５日までに１４９，６６０人に超音波検 

        査を実施。 

  ・Ａ判定  （次回検査まで「追加検査」を必要としないもの） 

       ：１３２，３５４人（９９．４％） 

  ・Ｂ判定  （結節（５．１ｍｍ以上）や、のう胞（２０．１ｍｍ以上） 

        が認められ念のため二次検査を行うもの） 

       ：    ７３４人（ ０．６％） 

  ・Ｃ判定  （直ちに二次検査を要するもの） 

       ：      １人（ ０．００１％） 

   ※検査結果については、検査結果が確定している１月２１日発送分ま 

    でを集計しています。 

 ＜二次検査＞ 

  ■対 象 者：一次検査結果で、Ｂ及びＣ判定と確定した者（７３５人） 

  ■実施状況：２１８人検査着手、１８７人は検査終了。１月２８日現在 

 ＜県外検査＞ 

   昨年１１月から、県外４６都道府県の７７医療機関で甲状腺検査が受 

  けられる体制が整備されています。 



 

 ２）健康診査（平成２４年度） 

  県民の健康状態を把握して長期的に見守っていくとともに、生活習慣病 

 の予防や早期発見、早期治療につなげることを目的に実施しています。 

  ■対 象 者：避難区域等の住民等（２１１，９８７人） 

  ■受診者数：４３，８１９人 

        （受診率：２０．７％）：１月３１日現在（速報値） 

  ■内  容：既存の健診制度を活用して実施します。  

  ■検査結果：後日、本人（保護者）あてに検査結果を通知します。 

 

 ３）こころの健康度・生活習慣に関する調査（平成２３年度） 

   震災や原子力発電所事故で心的外傷を負ったり、不安や不自由な生活 

  を余儀なくされるなど、困難な状況にある方々のこころやからだの健康 

  度（問題）を正しく把握して、適切なケアを図ることを目的として実施 

  しています。 

 ア こころのケア 

  ■対 象 者：避難区域等の住民等（２１０，１８９人） 

  ■回 答 数：９２，３１４人（回答率：４３．９％）１０月３１日現在 

  ■要支援者数：６，７２２人（要支援率：７．３％）１０月３１日現在 

 イ 生活習慣に関するケア 

  ■対 象 者：避難区域等の住民等（１８０，６０４人） 

  ■回 答 数：７３，５６９件（回答率：４０．７％）１０月３１日現在 

  ■要支援者数：３，３５１人（要支援率：４．６％）１０月３１日現在 

  ■内  容：現在のこころと身体の健康状態、生活習慣（食生活、睡眠、 

        喫煙、飲酒、運転）、最近半年くらいの行動などについて 

        調査し、要支援と判断された方に対しては、臨床心理士や 

        保健師、看護師が電話による支援を行いました。 

 ＜平成２４年度＞ 

  ■対 象 者：避難区域等（平成２３年度調査票送付時）の住民 

        （約２１万人） 

  ■内   容：平成２３年度「こころの健康度・生活習慣に関する調査」 

        の結果を踏まえ、質問形式での調査を実施し、こころの健 

        康度・生活習慣に関する状況の変化やその要因を把握する 

        ことによる支援を行います。 

 

 ４）妊産婦に関する調査（平成２４年度） 

   妊産婦の方の健康状態やこころの健康度を把握し、不安の軽減や必要 

  なケアの提供を図ることを目的に実施します。 

  ■調査対象者：（１）平成２３年８月１日から平成２４年７月３１日ま 

            でに、県内各市町村において母子健康手帳を交付 

            された方 

         （２）県外市区町村から母子健康手帳を交付された方の 

            うち、県内に転入または滞在して（１）と同じ期 

            間に県内で妊婦健診を受診し、又は分娩をした方 

            （１４，４１５人） 

  ■回答者数： ５，３９９人（回答率 ：３７．５％）１月３１日現在 

  ■電話要支援者数：７９９人（要支援率：１４．８％）１月３１日現在 

  ■内  容：震災後の妊婦健康診査の受診状況、妊娠経過中の健康状態、 

        妊産婦のこころの健康度などについて調査し、要支援と判 

        断された方に対しては、助産師、保健師等が電話やメール 

        による支援を行っています。 

 

詳しくは福島県ホームページ（県民健康管理調査）をご覧下さい。 

http://wwwcms.pref.fukushima.jp/pcp_portal/PortalServlet?DISPLAY_ID=DIRE

CT&NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=24809 
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◆ＮＥＷＳ◆ 原発事故による避難者等に対する住民意向調査（楢葉町、富 

              岡町）の結果について（２月８日） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 復興庁は２月８日、楢葉町、富岡町の各住民を対象とした調査を各々の市 

町村、福島県及び復興庁の共催で行った原子力発電所事故による避難者等に 

対する住民意向調査の調査結果を発表しました。 

 この調査結果の概要は以下のとおりです。 

 

 ＜楢葉町＞ 

  ■調査対象：１５歳以上の全住民（６，９８６人） 

  ■調査方法：郵送によるアンケート調査 

  ■実施期間：平成２４年１１月２９日（木）から１２月１３日（木） 

  ■回答者数：３，８８８人（回答率５５．７％） 

 

 ＜富岡町＞ 

  ■調査対象：１８歳以上の全住民（１３，１９１人） 

  ■調査方法：郵送によるアンケート調査 

  ■実施期間：平成２４年１２月３日（月）から１２月１８日（火） 

  ■回答者数：７，６３４人（回答率５７．９％） 

 

詳しくは復興庁のホームページをご覧下さい。 

http://www.reconstruction.go.jp/topics/2528_1.html 
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◆ＮＥＷＳ◆ 食品と放射性物質に関する説明会を全国で開催中！！ 

（年度内の開催日程を２月７日で更新しました） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

  消費者庁では、関係省庁、地方自治体等と連携して、全国各地で、食品 

中の放射性物質についての説明会（リスクコミュニケーション）等を開催し 

ています。 

 １月までにおしらせした開催日程から、追加で説明会を行う場所が決まり 

ました。 

 今後の開催日程は次のとおりです。開催時間、会場などの詳細につきまし 

ては、問い合わせ先（括弧内）までお願いします。 

 

■開催日程等（先月より追加した日程には★を記します） 

 

 ２月１４日(木) 福島県桑折町 ：(福島県消費生活課   024-521-7736) 

 ２月１４日(木) 宮城県多賀城市：(宮城県環境生活部 

                 原子力安全対策課   022-211-2340) 

 ２月２３日(土) 埼玉県北本市 ：(埼玉県北本市市民課  048-594-5529) 

★２月２３日(土) 福島県二本松市：(環境省・福島県「専門家意見交換会」 

                                                事務局 03-5925-6883) 

 ３月 ９日(土) 埼玉県北本市  ：(埼玉県北本市市民課    048-594-5529) 

 ３月 ９日(土) 神奈川県川崎市：(川崎市消費者行政センター 

                                                        044-200-2262) 

★３月２４日(木) 福島県伊達市 ：(福島県消費生活課     024-521-7736) 

 

最新の情報は、消費者庁のホームページをご覧下さい。 

http://www.caa.go.jp/jisin/r_index.html 

 

 

==================================================================== 

 ★☆「ふれあいニュースレター」バックナンバーのご案内☆★ 

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html#info_fureai_letter 
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      [発行：政府原子力被災者生活支援チーム] 


